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誌名くシグマ〉の由来

〈シグマ〉はギリシャ語のアルファベット第18番目

にあたるZ(sigma)から取ったものですが、Zは微積

分では総体の和を表わす記号ともなっております。

そこで、 1) 「ねじ」は物を締めつけて完成品に仕上

げる重要な部品ですから、総体の和を支えるものと

いえます。そして2）私たちは、総体（トータル)で

ものをみ、伝票では買えないものをサービスして、

総体のコスト（トータルコスト）を下げることに協力

します。このためには、 3） 「ねじ」を供給する私たち

と、 それを使用される皆さ/しとの間に、密接な和を

必要とします。こうした私たちの3つの願いをこめ

て名づけられたのがくシグマ〉です。

刀

<シグマ>37号昭和58年7月31日発行

編集発行岩出ボールトエ業㈱社長室
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コンピューター利用の

技術力と開発力に未来を I

;賭ける米産業界（

4

：12回目を迎え定着した

イワタボルトの出品
I

ﾆﾆ ﾆ二

米国産業界の技術力と開発力の現状を誇示し

未来をうらなう最大エベントの一つ， シカゴの

デザイン・エンジニヤリングショウ(1983National

DesignEngineeringShowandASMECon-

ference)は，去る3月28日から31日まで4日間

にわたり，例年通りシカゴ郊外のマッコーミッ

ク・プレースで開かれ， イワタボルトも第12回

目の出展参加をしました。長い間の不況と，海

外との競争で揺らぐ米国の産業界がその活性化

のバイタリティとエネルギーを技術と開発面で

どう発揮するか， それを知る最大の機会の一つ

として内外から関心を持たれたショーです。 イ

☆イワタボルI､の展示コーナーは特殊ものやメ トルねじへの関,L

で、来訪者か引きもきらない。 あれこれ手にと＝』て鋭い質問もとぶ

おお’ イワタボルトの声も。 12111|日の出IY1です=>かりこのラョー

に定着した感じである。

1g83Natiomal
DESIGN

ENGIN庄RING
SHDW&

ASMECOnference

ワタボルトは出展参加の市会のため児島賢（1旱

木出張所係長） と新妻信彦(本社ソフイ課係長）

を派遣，通訳を兼ねて岩田忍（本社） を同行さ

せました。一行は3月25日羽田を出発，翌26日

シカゴ到着後直ちに出展の準備にかかり， 28日

から31日まで展示に立会の後，商用でニューヨ

ークその他の取引先を廻り， 4月8日帰国しま

した。以下はデザイン・エンジニヤリングショ

ーに関する報告で，児島がまとめました。

（

McCormickPIaceChiCago
March28-31. 1983
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ヤリングショ の人1 1．開場前のひと11,fで間

と来!弥獅がおし'がせ， あ=》という間に会塒は

イヮタボルトの腱,｣W,の一部。端l;.［場でつくらオ1る特殊1W,の数

々で1 111を重ねるごとに繩噸も蛸えていく、

☆と（

か』

くその熱心さ|こは誇る<c とことんまて調べて聞いて‐ノき

ぎへと'(,iⅢで､ある”

デザイン ・エンジニヤリングショーへの出展

立会を兼ねてアメリカへ出張という又とない機

会を与.えられ，私たちは出発を前に自分らなり

のH標をあれこれ考えてみました。何よりもま

ず第1には， 当然のことながらデザインショー

への出展参加を成功裡に終らせたいことで， こ

れまで10数lⅢIにわたる出展の実績と諸先輩の努

力の上にたってのものですが， 自分らなりにそ

れに少しでもプラスして帰ること。第2には，

ファスナー関連の出展会社の出展内容からファ

スナーや締結がと．のような方向に動いているか

を把握し， イワタボルトの販売戦略の一助にも

したいこと。第3には， デザインショーへの立

会や取引先との接触その他を通じて出来るだけ

兇聞を高め， 今後の営業活動の血となり肉とす

るよう努めたいこと，大体以上の3点でした。

その外に欲を云うと，最近アメリカの景気が長

い間の不況を脱して漸く1n1復への兆しを見せ始

めたと聞きますが， それが果してどの程度のも

のか膚で感じとってきたいし， アメリカ経済の

活|生化といわれるものがデザインショーでと÷う

現われているか， これも唐で感じとってきたい，

こんな風にあれこれ考えながら出発しました。

こうして約2週間の出張を終え帰圧'し，私らの

たてた目標が果してどうだったのかを考えると，

心もとなく冷汁の点も多いのですが，一応まと

めてみたいと思います。

今年のデザインショーは， きびしい経済情勢

にも拘らず，出品企業は昨年とほぼ同数の600

社を数え, 21才未満の入場禁止と有料にも拘ら

ず4日間の入場者数は4万名をこえたと聞きま

した。アメリカでは全国的またはローカルな形

で､様々のエンシニヤリングショーが開かれます

が， 今年は不況のあおりで延期又は翌年廻しに

なったものも少なくないと聞きました。その点

このデザインショーが前年にまさる鴨況だった

ことは， アメリカの厳業界がこのショーにかけ

る意気込みと期待がｳⅡ何に大きいかを感じまし

た｡入場者騨をみますと，技術や設計，製造関

係の人や管理岬や経営者と思われる人が殆んど

で， それだけに会場の雰併|気も真剣そのものと

いった感じでした。東洋系と思われる人の姿も

）
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☆開場をIiilにl災ﾌ脈, 1 ，',を,! ! i､検し終-』て緊張(ﾉ)ひと|llfo /I;か‘~, '｣､｜I;』'1 、 i‘ ’

11 1 ． #l『典:ロ ニオ’力､ !~’ 5時まで弗人と !‘〔ちj血Lで",る･

☆ィ rノタ;1ミル ｜､ (ﾉ) /， ィ Iご ． タ ンルチ や ﾉ． イビー・ タイな上‐ノラメ j

ノク製糸,' i來一ノ ,『メナ でｵj馴竣みLﾉ)ラ“二､ノン社二1 ﾉ ｰﾊ

☆インサー｜､でイj~名な ,′ イ l､社へリゴイル ・ ‐戸こう〃

ダノシ， ヶL7ヅグスなど1Wﾈ 1 ,'1を鵬,八L ‘鯨lい る

トー ,

ちらほら兇かけましたが， アメリカの先端技術

のﾉﾉ向を感じとりたいということでや-)て来た

のでしょうかc

H､芋間を兇て展示場をひとわたりのぞいてみま

したが， デスブレイや色彩感覚の兄事さ’減出

のうまさにまず感心しました。全体の出,F,i!でU

立一ﾉたのはコンビェーター関連のもので， とく

にCAD (コンピューター利用の設計）やCA

M (コンピューター利川の製造） に関係したも

のが多かったようです。これはコンファランス

のテーマでもそうです。雌近の1 1本の産業兇本

'liでもこの傾向が濃ﾉﾒですが， コンビコ ーター

時代の到来というよりも， コンピューター利用

による技術力と開発力をめぐる激しい国際競争

I1､f代のf'l来ということを弊々と感じました｡

ファスナー関連のILIW!は50社税度で，ヘリコ

イル， ヘン ・エンジニヤリング， モリイ （エム

ハート ．ファスナー) , ITWのシェーケフルー

フ， フ7．ステックス， シャーロック， マイクロ

ドット等，米国の特殊ファスナーの一流所が勢

ぞろいした感じで､，例年殆んど変らないとのこ

とでした｡この中で樹脂関係の企業や製凸l!がか

なりの数に及んでおり，広い意味でのファスニ

ングの分野に今後更に進出してくるので､はない

かと感じました。同じファスナーでも金屈製品

の展示は，私たちが日本にいても何らかの形で

l lにしたり使われたりしているものが多く ， と

くに画期的と思われるものは少ない感じですが，

これはファスナーの分野が， プラスチック製111 111

の進出や接f'f剤の利IⅡその他で､， 大きく変りつ

つある故ではないか， そんな感じがしました。

その意味で， こうしたデザインショーから何か

うまいものを探してやろうという野じ､を起すよ

りも，締結や接合のﾉﾉ向がと、のように動いてい

るかをまずつかみとることが大事ではないかと

1,11感しました。つまり， そうした,JII､(をつかみと

らないと，一兇大したものでもないような腱示

品の意味も理解できないので､はないかというこ

とで， その点大変勉強になりました｡

さて， イワタボルトの展示とその反響ぶりで

す。会場には毎luIと同じように"Metric Fas-

tenersYouNeedNow! "のパネルを背紮に，

（

3



シカゴのデザイン・ショー ーー一一一一一‘一～‘一一.一－．－一一.一一一一－．一‘一一‘一一.一‘一－－－～一一一｡一－，－－－，－，－．一－‘一｡一一｡＝一､一一､雪一一｡一｡一*＝－．鋒－－，－‘ー

霧搦耀鯵

薑

鰯

）

；
☆．l､RWﾌ ﾉ･スナ ・ ﾅ÷ビシゴンは舳乍機・ I' |勤111 ・エレクトロニ

クス関係cﾉ)特殊A1'1が殆人と。

☆1 1本では馴染が)すいかスチンフ､ﾉﾉﾝ社はハト ｜ ｜ ， グロメッ l

タ ミナルなと‘で独'' 1な地1，'ﾉ:を【 '1y)る『，

☆サーーメテル社0)y) ノき;製【'11 ,の 。 i'fljo特殊なめ-』きで独' ' 1な地1,‘Iを
11iめる”

埼玉工場の特殊圧造品を中心に出品しました。

とくに人気のあったのはドライオール, IPナ

ット， ナイロンナット， フランジナット，蝶ナ

ット， タッピンねじAタイプなと．で､， 見本にと

持って帰る人も多かったりで度々展示を調整す

る始末でした。入場者の中にはパネルのタイト

ルをみて「おおメトリック・ファスナー！ 」 と

声を出す人も多く ， メートルねじに強い関心を

侍っていることがうかがえました。中には，禁

気がパッとしないので， メートルねじに移行さ

せるための設備費や管理費などの予算を計上で

きず，二の足をふんでいると訴える人もありま

した。敲近アメリカ市場に， メートルねじの将

来性に期待して欧州の有力メーカーや商社が販

売拠点を設ける例が多くなっていると聞きまし

たが， メー|､ル制移行に徐々に歩を進めている

アメリカだけに，最気でもIIII復すると需要もか

なり増えるのではないかと感じました。

小間の来訪者の質問もさまざまで，製品をと

りあげては細かいことまで､たずねる人も少なく

ありませ/しでしたが， ファスナー関係ではu本

から唯一の出品で， しかも今年で1211]1目にもあ

たる故か， 「イワタボルトはシカゴかその近郊

に店を持っているのか」 という質問を度々うけ

ました◎関,し､のある製品についてはカードコピ

ーしてもらいましたが， その件数も例年を上廻

りこれをと'う営業に結びつけていくか，今後の

課題と思いました。

このデザインショーでは製品展示の外に技術

に関するコンファランスが開かれるのは例年の

通りで，連日幾つかの部門に分れ夫々のテーマ

に基いて報告や討論が行われましたが， これに

ついては資料を手がかりに若干ふれておきます‘

このコンファランス全体を通じて一貫して強

調されたのは， アメリカ経済の直面するI玉|際競

争力の低下を技術力と開発力を通じてと．う阻止

し経済の沽性化を図るかの点にあったようです。

例えば全体会議のテーマをみると 「企業の技術

的立遅れをInl避するための技術変革と戦略的立

案｣， 「生潅性向上の基本的要因｣， 「生産性向上

の諸方策」 といったもので， その点が強くにじ

み出ています。 「生産‘|‘1向上の基本的要|大|」の

）

４
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☆呼び物のコンファランスには米国内は元より

各国から技術者， 設計者，管理層が集まり，緊
張と熱気にあふれる、

歪みや応力測定に超音波方式を採用する必要性

をのべ， またウィスコンシン大学のM･ リーマ

ー教授は， 「フランジのボルト接合における曲

げモーメント」について報告を行っています。

二号昌

トー

』曲

罫

肝

辮

がある。

さて， ファスナー関係のコンフ

ァランスでは3つのテーマがとり

あげられました。ロックタイト社

のジラード・ハピランドは「ファ

スナーによる設計」で，振動によ

る事故とその対策についてふれ，

レイモンド・エンジニヤリング社

のジョン ・ビックフォードは「初

期軸力」の問題にふれ，ボルトの

型

十

翠

ﾆﾆ謡

（
朝

代

踞

¥睡

聾

以上， 4日間にわたるデザイン・エンジニヤ

リングショーの概要を報告させて頂きました。

出発前に立てた目標が果して達成されたかどう

か， と．うも余り自信がありませんし，未だに気

持の中で未整理のものが残っている感じですが

少し時間をかけて整理し， これらを今後の活動

の中で生かして行きたいと思います。
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テーマでは次のように要約されています。

－アメリカ産業は，国際市場での競争力を喪

失しているのではないかという点で，強い批判

にさらされている。アメリカ製品のコストが相

対的に高く， しかも品質も相対的に劣っている

という印象を与えており， これがアメリカのメ

ーカーの競争力低下の主因とみなされている。

こうした事態の責任は殆んど経営者の負うべき

ものとされているが，設計陣の責任もまぬがれ

ることができない。 もしアメリカが世界市場で

その地位を保持しようとすれば，設計者は製品

のコストと品質の改善に多大の努力を払う必要

コンフアランスで報告された

超音波軸力管理方式とは

別項のように， シカゴのデザイン．エンジニ

ヤリングショーのコンファランスで， レイモン

ド・エンジニヤリング社の技術者から超音波に

よる軸力管理について報告が行われましたが，
この超音波方式は測定精度や信頼性に加えて測

定作業が簡易化される点が特徴とされています《

この方式はボルト頭部から超音波を入射しボ

ルト内の超音波の伝播する時間を測定するもの

ですが，利用する超音波の波形によって3種類

あります。第1はパルス法で最も原理的な方式，
第2は共振法でボルトに超音波の連続波を入射

（

’

’
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235トンのマンモストラック用

ラムアロイ9 ．ファスナー

六あけからクリンチまで｢I動

スパックナット

:"．:｡:｡:鉾:．:．:"鉾:．:･:･:･:･:#-･:･:･ RB&Wの製品

別項シカゴで開かれた1983デザイン ・エンジ

ニヤリングショーのファスナー部l''jでは，各社

それぞれに独''1の製品を展示しましたが， ここ

ではファスナー業界の名|弧lといわれるラッセル

・バーゾル社(Russel,Burdsall&WardCorp.)

の製品2点を紹介します。

-つはラムアロイL9((I｣amallovL9Fasten-

ingSystem)。これはくシグマ>No.35の1982アッ

センブリ ・エンジニヤリングショーの記事で写

真と簡劾な!説|ﾘlをしておきましたが, I｣9ボル

トとL9ナット又はL9ロックナット， それに

2枚のL9脈金から構成されたファスニング・

システムで， これまでの商‘|化能ファスナーの中

で蛾も強度の向い製品といわれます。最低引張

り強さが180,000psi ,保証荷重が145,000psiで，

グレード8より20%も,南jい上に，低い締付けト

ルクで容甥に商い締付け荷重が得られるとされ

ます。サイズは％"から1%〃までですが，巨大

な土木建設機械なと．の組立で評価されていると

：
露
諜
蕃
等
騒
、

＞
）

いわれます了その－例が建設・鉱111機械メーカ

ーたるワブコ社での使用例で､， イJ効荷重が夫々

120トン, 170トン, 235 トンというマンモス牽

引トラックのフロント ・サスペンション ・アッ

センブリに使用されています。つまりこれらマ

ンモストラックのフレームに2つのフロント ・

サスペンションを取付けするのに, 1%×7'′の

L9ボルト （ナシ I､ ，座金組付) 20本, 1%×6'′

のボルトを4本使用しています。何しろ巨大な

土木建設トラックですからサスペンション ・ シ

リンダーにかかる荷重や振動は大変なものです。

235トントラックの場合,夫々のシリンダーにか

かる重吐が42トン， しかも未舗装の悪路を数マ

イルにオ)たり征日20数回も往復するのですから

シリンダのうける衝撃は想像以上のものがあり

ます。ラムアロイL9ファスナー・ システムは

こうした極度の重II2状態でも高い締付荷里の伝

達と維持の能力のあることが実証され， サスペ

ンション ・アッセンブリそのものにいささかの

不安も与えないことが向く評価されているとい

われます。なお， ナットとして同じく同社が開

発したスI､－バーロックナットを使用すると，

ゆるみ防止に抜群といわれます。

今一つの製品はスパックナット(SPACNUT)

で， セルフヒアシング・ クリンチナットの種

です。向ら札'二r材に下穴をあけてクリンチする

ナットで， 専用のツールで一操作でクリンチで

きます。炭素鋼でグレード8相)11に熱処理した

もので､， 引張り強さ120,000psiまでの釧板の糸M

立ての外，真鋪やアルミのような延性の高い材

賀にも適しているといわれます。 このスバック

ナットには同社開発のロックチャイン(LOCK-

CHINE)ブリベーリングトルクのゆるみ防IIz#

性をもたしたものもあります。敢近スハックナ

ットはめねじの立てにくいトレーラーのアング

ルプレートやステヤリング・マウント ・アッセ

ンブリ用にも利用されています御

）
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欧州では毎年， どこかで何らかの産業見本市

が開かれ，世界各国から沢山の出品企業や見学

者を集めているようですが， その中で枇界的に

も有名な産業見本｢hの一つとしてハノーバー見

本市があります。ハノーバー・メッセ(Hannover

Messe) と称して時代の先端技術をデモンスレ

ートする見本市で，見本市中の見本市といわれ

ています。筆者(埼玉工場・岩田雅隆)は去る4

月初旬から中旬にかけ，折から渡欧される東京

工業大学辻教授と武蔵工業大学佐藤教授に同行，

見本市をのぞ､いてきました。ただ，限られた期

間で社用を兼ねての見学でひと通りのぞいた程

度ですので，実のある報告もできませんが， フ

ァスナー関係で目についた点を中心に報告した

いと思います。

ハノーバーは西独ニーダーザクセン州の首都

で人口が約57万。欧州の主要道路と鉄道の要所

に位置し，昔から自然と芸術と交易の調和した，

美しく落ちついた中でも活気にあふれた都市で

す。毎年大きな国際見本市や国際会議が数多く

催されて国際的な交流の町といった感じです。

ハノーバー・メッセ ’83の開かれた見本市会

場は総面積約100万平方米という広大なもので，

この中に3,500平方米から7万2,000平方米ま

での大小様々の展示面積を有する23のホールが

目回 目己巳己目目白日目~己同国目回目日目回日日目君田己百壱日-日5回目日目己固日目目白日弓~目白百句~己同日目己同己E己目

I
E■＝■＝■一■－画＝■＝■壼 目日日毛西春白石日同日 回目

己宝三百国冒亘且亜目B

見る ：囮慨端ﾊﾉｰﾊﾞ－．メッセを :

I
（

47か国から6,000社参加

先端技術と製品の一大デモンストレーション
邑旦で甲亜亜頭同君目で亜回五日石臼石弓で同君目 同日日目回回回回回百F目日目日目回回回回回回回日日日眉目酉酉酉同昴昴東回で回己

,た会場全県･ タワーの全長74メートル，腰蝿台は65米の商さ

目回目回日日且酉酉且EB亜扉同君目回同日目 目口己日

腱望台へ八

ElJ象的ぐ，
タ『ノ から兇わた で絶景の ‐語につきる。地平線の九 仏プ1

／ダヅ

蕪

鱗

（

７
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の2度ここで開かれ， 19

85年にも開かれる予定で

す。

この見本市に今年は世

界47か国から6,200社

(日本から113社)の企業

が参加して最新の技術と

製品を展示したわけです

が， 4月13日の当日だけ

でも世界各国から10万名

近い訪問者があり， 20日

の閉会までに116か国64

万名が訪れたといわれま

）

☆インガ､ノールランド社は軸力管理による締付装置の実演をしてい
た。

位です。

さて， このように危大な見本市になると，訪

問者， とくにわれわれのような外国人訪問者に

とって厄介なのは， お目あての企業なり製品な

りを，更にそれに関連したものを探し出すのに

一苦労することがある点です。これに対してハ

ノーバー・メッセではEBiと称して訪問者用の

エレクトロニクス・ インフォメーション・シス

テムを設けて，立ちどころにそれに対する回答

を与えてくれるのには驚ろきました。例えば，

ファスナー関係の展示ブースを知りたい場合に

は， このシステムがコンピューターで探し出し

展示ブースのリストを直ちに出してくれるので

す。それには会社の名称，展示館番号， ブース

番号，連絡電話番号が記載されていますので，

☆ハノーバー・メッセの会場には専用の駅から， 5万台収用の駐車場から相ついで見学者が集まってく 万名が訪れたといわれま
る・ 1週間で116か国から64万名の人が訪れた。

あり， その展示総面積は約33万平方米，他に19 す。各国の政・財界の代表団，技術者，研究者，
万平方米の屋外展示場が設けられています。こ 販売業者など何れも夫々の分野の專門家です。

の見本市会場の運営・管理をしているのはハノ ハノーバー・メッセは情報技術，電子工学，

－バー市とニーダーザクセン州を大株主とする プラント建設など10の專門見本市から構成され

ドイツ産業見本市(株)という会社ですが， その ており， ファスナーや締結関係の展示が行われ

設備や運営は実に見事なものがあります。一度 るのは産業用部品と工具の專門会場で， この中
に5万台を収容できる專用駐車場の外，専用の 産業用部品会場は20か国から約700社が鋳造製

へリポートや旅客駅を設け，展望台， インフォ 品，鍛造品， プラスチック部品その他様々な材

メーションホール，国際センターから税関，警 料による可能性を展示，工具会場では19か国か

察まで設けられて， ここだけでさながら一つの ら280社が最新の工具技術を紹介していました。

都市を形成している感じです｡EMOの名で有 ハノーバー・メッセを訪れる見学者の4人にひ

名な欧州国際工作機械見本市が1977年と1981年 とりが， この工具会場に興味をもつといわれる

－
ゞ

8



一診一､－，一､－，一､－，ハノーーハー・メッセー'一コー1－｡－ｺ－1－，－－－＄一コ－]－．－､－1一コ－一』一罰一一一一一℃－℃－%一面－－面一面－1－』一面－2－－面－1－2－b一､－－面－－]－2‐

升！＃；
』： 霞 目:目、
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灘
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■lI☆インガ､ノールラントゞの締付装置。欧州では自動車工場なと'で軸力

管理方式が将及している。

それを頼りに直行できるわけです。 日本では未

だこんな風なシステムに出あったことがないし，

会場が広いだけに大変便利しました。このシス

テムのEBiターミナルは会場内69か所にあり使

用は無料，使用言語は英語， ドイツ語， フラン

ス語の3カ国語です。なおEBiというのはドイ

ツ語のElektronischesBesucher-lnformatio-

nssystem(ElectronicVisitor lnformation

System)の略称です。

さて, EBiを利用してまず工具関係の展示を

一と通り見ましたが， とくに目についたのは，

自動締付機（多軸式， ロボット式） ，パナビセ

ッター式の自動供給機付のドライバーなどで，

締付けラインの展示までしてあり， 省力化， 省

人化の工具類がいろいろ見うけられました。 ま

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

{職｝

鳶
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●

●

紙
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☆アブデル社はイワタボルトでも扱っているマクレ
ーンフォッグのMFビアスナットシステムを宣伝。

たイワタボルトと取引関係にある米国のインガ

ソルランドなど数社では，数年前から使用され

出した軸力管理方式による締付機の実演を行っ

ていましたが， この方式によるファスナー締付

けが，一つには労働対策の意味合からまた一つ

には米国に対抗する意味合で欧州の自動車工場

から普及し出したという話を思い起しました。

ファスナー関係では，欧米の24社が出品して

おり， その中には日本にも進出しているヒルテ

ィ ， スース， アブデル， ロングロック， ブルテ

ンカンサルなどの名もみられましたが， とくに

目新らしい製品もなかったようで， その中でア

三二二三=三三三
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☆（上） ここで訪問者のためにコンピューターで出展社・展示スタ

ンド等のインフォメーンョンサービスを行う。 （下） 質問に応じ

てコンピューター力瞬時に答を出してくれる。このプリントを頼

りに会場を歩く。写真は筆者が求めたファスナー関係出品社の1口l

答。

ブデルがイワタボルトでも扱っているMFピア

スナットを大々的に展示しているのが目につき

ました。ただ細かいことですが， 日本では殆ん

Q
J
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）

☆I川卜′イツで、坊ｵ1た取ヅ|先のアト'ルフ・ ビー'ルツ社。存の遅いIj吋卜ﾞ

イツだが社内には描気がある。

も違うことを興味深く思いました。

そういう兇ﾉﾉで展示!!Ⅲ!!を兇て廻るといろいろ

ヒントになることも多いのではないかと.'&いま

したが, ll､fH1の関係もあって果せなか=ﾉたのは

残念でした。

では取引先のキブツ社を訪れたか，建物の外躍り)で-』か↓

・ナソトの飾りは堂々とし-ぐ， またiIlIとなくユーモラス。

☆スィ
ー衿 ］

ﾉ ｰいﾉ)金蝿兇取

）

☆キブツ社長に招かれ家族と川らんのひと時。妙齢のたくしいお嬢
さんに,凶‘わず胸がときめく。

ど使用されていない製品の展示がちょいちょい

Hについたことで，例えばあるドイツのメーカ

ーが展示していたDIN規格のすりわり付きナッ

トがそれで，国が違うと使用されるファスナー

'0
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がツールの接近の防げにならないようにする。

4）異種材料を接合する時は出来るだけ軟かい

材料を上にする。例えばう。ラスチックと金属を

接合する場合は金属製品を下にする。

5）軟かいプラスチックの場合， リベットのマ

ンドレル頭部が加工品中に引きこまれぬように

する。そのため裏側の頭部形成具合を確かめる。

6）下穴の作成には慎重な考慮を払う。

7）下穴をモールドによる時はモールドの引離

しが早すぎぬようにする。

やり方によってはエッジに近い下穴は裂ける

ことがある。

8） ツールの空圧はメーカーの推奨に従う。空

圧が高すぎると取付速度に影響しプラスチック

に割れを生ずることがある。

9）熱の膨張と収縮が予想される個所では， リ

ベット頭の首下にスペースをとり一次部品を動

き易くして材料の割れを防ぐ。金属にプラスチ

ックをリベット接合する時はこの2つの材料の

熱膨張の違いを考慮にいれる。

10)ポリウレタンのような軟かいう。ラスチック

には頭が加工物に入りこまぬよう， フランジの

大きなリベットを使用する。

11）大きな動荷重応力が予想される場合はTリ

ベットのような高力・耐振性のものを使用する。

プラスチック部品をブラ

インドリベットで接合す

る場合の金科玉条

12）相手材の性質に応じ使用するリベットの選

択に注意する。例えば，ベークライト, ABS,

アクリル，プレキシガラスなどの脆い材質には

破断荷重の低い軟かいアルミ製のリベットを使

用し， またポリウレタンのような軟かいものに

はフランジの大きなアルミのリベットを使用す

る。反面，繊維強化う。ラスチックのような強い

材料にはスチール又はステンレスのリベットを

使用する。温度変化を生じやすい条件ではリベ

ットの選択がとくに大切で，例えばポリカボネ

ートは低温ではきわめて脆くなるので，屋外の

何かに使用されている時はリベットの選択を誤

まると割れを生じさせる。暑い夏に組立てるか

寒い冬に組立てるかによっても選択を変える必

要がある。この場合，夏にはボディが5056アル

ミ， マンドレルがスチールのリベット，冬には

ボディが5052アルミ，マンドレもアルミのオー

ルアルミのリベットが好ましい。

何れにせよ， プラスチック組立物の接合に当

っては色んな要因を考慮にいれないと，実際の

使用に当って又は製品化されてから， ひびや割

れによる破砕， 引き裂き，振動によるゆるみ，

熱の膨張と収縮に伴う事故を起しかねない。

後悔先に立たずで，設計者は充分頭にいれてか

かる必要がある。

く
選択や適用を誤ると割れや破損

琴琴詳譲詳譲肇譲譲譲譲譲謙譲譲譲譲譲肇譲琴

最近，工業用に使用されるエンジニヤリング

プラスチックの開発が進むにつれて，利用分野

も多様になり金属に代る例もふえていますが，

接合方法としてブラインドリベットを使用する

ケースも多くなっています。その場合最も大事

な点は，相手製品のう°ラスチック材料の性質を

正しく理解しそれに応じたブラインドリベット

を選択することです。アッセンブリ ・エンジニ

ヤリング（1981年10月号） で，米エムハート社

のマーク・スペクターはこれについて興味深い

解説をしておりますが， その中で接合上考慮を

要する点として次のようにのべています。

1）割れを防ぐには下穴を余りエッジの近くに

設けないようにする。

2） リベット ・ボディの膨張は反対側部品の外

側で起るようにする。 とくに脆い材質の場合下

穴の中で放射状に膨張すると割れを生じる。

3）下穴位置は充分ゆとりをとり加工品のリブ

く
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－の輸入をめぐる経済摩擦は数年前から迂余曲

抑をへておりますが，今度否決された国防条項

調査というのは，昨年初め， それまで3年間つ

ずいてきた救済関税の延長要請が大統領から却

下された後，国防総省の要請で商務省が1962年

拡大通商法第232条に基き1年間にわたりつず

けてきたものです。 232条の国防条項調査とい

うのは， ある製品の輸入が有事の際に国家安全

保障上影響を及ぼす恐れがあると判明した場合

大統領名で各種の制限措置をとりうることを規

定したものです。現在米工作機械業界が輸入制

限を訴え出ているのもこの国防条項調査にひっ

かけたものです。ファスナー業界ではカーター

大統領時代にもこの方法で輸入制限を図ろうと

したのですが否決され，結局今度で2度にわた

って否決されたことになります。

では今度，商務省が否決した理由は何か。 こ

れは中々興味深いものがあります。第1は，現

在の米ファスナー産業の不振は輸入の増加もさ

ることながら，主として国内経済の停滞による

ものであると指摘していることです。要は景気

の回復にまつ外ないというわけです。 そして稼

動率の低下は，業界の特殊品移行に伴う段取稗

時間の増大その他による作業休止時間の増加に

よる所も大きいと， 中々味のある指摘もしてい

ます。

では有事の際の需要増大にどう対処するか。

そこで第2点として，非常事態には当然稼動率

が高まって供給能力が増大する上に，万不足

が生じても友好渚圧lからの輸入で充足できる，

としていることです。そして信頼できる友好国

として日本を始め台湾，韓国なと÷アジアの国々

があげられ， 資源不足のこれらの国々が材料不

足に陥ったら米国から送ってやってもいい， と

までいっています。

この第2の理由はわれわれにとっても意外で

したし，米ファスナー業界の関係者にとっては

大変ショックだったようです。業界以外の各方

面にも波紋を投げかけました。アジア諸国は親

米政権があって友好国といった所でそれが果し

て何時まで保証できるのか，戦争になって北大

西洋の輸送航路は吐絶の恐れがあるが大平洋は

安全というのはおかしいではないか等々，批判

が相つぎ，專問誌アッセンブリ ・エンジニヤリ

ングは，政府はファスナー業界にグッドパイを

宣言するのかと息まく状態でした。

何故米商務省が， かなり苦しまぎれと思われ

る理由まであげて国防条項調査で否決の結論を

出したか， その真意のほどは測りかねますが，

この背景には， ひとたび国防条項調査による輪
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米国の景気が好転しかけた途端， 一部日本製

品の対米輸出が激増， それが日米間の経済摩擦

を一段と激化するという悪循環の様相が濃くな

り，輸入制限に動く分野が更に広がる傾向が見

えてきているのは御承知の通りです。

ファスナーの分野では3月始め， いわゆる国

防条項調査の結論として米商務省が，現状では

ファスナーの輸入が国の安全保障を脅かす恐れ

はなく輸入制限の必要なしと判断し， 問題は再

び振り出しに戻った感じですが， その後の動き

を見ると必らずも予断を許しません。ファスナ

）

'2
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入制限を実施すると， これが他の産業に急速に

広がって国際的にも反携を招く恐れがあること

を懸念したものではないか， ともされています。

その意味では，現在工作機械の輸入をめぐって

米工作機械連盟が同じ国防条項調査の実施を要

求し現在調査が行われていますが， この結論が

どうでるかきわめて注目される所です。

さて，国防条項調査による輸入制限が否決さ

れ問題は振り出しに戻ったかに見えますが，米

ファスナー業界の輸入制限運動は，議会や政府

関係を通じて執勘につずけられています。米工

業ファスナー協会(IFI) の代表は, 4月中旬

下院のある公聴会の席上，政府の自由貿易の錦

の御旗は他国を利するだけだとこきおろし，早

急に何らかの救済が得られぬ限り， ファスナー

業界は崩壊の道を辿るだけだと強調し，最近の

商務省決定を逆転させるよう協力して欲しいと

訴えました。更に上院のある小委員会の席上で

は，業界の生産能力を最小限度維持するために

は，需要に応じて輸入を増減させる変動割当制

を実施すべきだと訴えました。

こうしたIFIの政府や議会方面への働らき

かけは，同時に金属製品関係の各業種団体との

共同闘争の形をとっていることも見のがせませ

ん。金属製品関係の業種団体が外国製品による

「不公正な」進出に対し共同で反対運動に動き

出す気配をみせたのは1年程前からですが，昨

年12月， ファスナーを始め工具， スタンピング，

鍛造品，鋳物，精密部品等々， 24の団体加盟の

下に｢金属製品産業公正貿易連合｣(Metalwork-

ingFairTradeCoalition)を結成しました。

これら参加業種を合わせると年間総売上高680

億ドル, 2,300工場，従業員数130万名といわ

れ，全米鉄鋼連盟，全米特殊鋼協会，工作機械

商社連盟などが協力団体として名をつらねてい

ます。

この公正貿易連合の当面の最大の狙いは「輸

入金属製品の川下（かわしも）ダンピング防止

のための立法措置の実現」におかれています。

川下ダンピングというのは，素材生産から加工

の過程を川の流れに例えて材料生産を川上（か

わかみ） ，二次，三次製品の加工を川下とみて，

鋼材の輸入が相殺関税や割当制の実施で制約さ

れた場合，生産国が材料を鋳物， スタンピング，

ファスナーなど完成品に形を変えて（安く）輸

出することを云うもので， これは一種のダンピ

ングで国内の金属製品産業に重大な被害を与え

るというわけです。従って鋼材の輸入が割当な

どで制限される場合，二次，三次製品もそれに

包含すべきだというのが彼らの主張です。この

立法化を進めるというのが連合の当面の目標に

なっているわけです。もし， これが立法化され

ると， 日本のファスナー輸出などもろに影響を

うけるのは必然です。

このように，米ファスナー業界の輸入制限運

動はいろんな形をとって展開されていますが，

こうした背景には不況の影響がますます深刻に

なりつつある事情がひそんでいるのはいう迄も

ありません。精密部品への移行に成功した企業

と依然標準品中心から脱し切れぬ企業との格差

は一段と拡がり，例え景気が回復してもこの状

態は改善しないのではないかと，鉄鋼関係の專

門誌アイアンエージも予想しています。そして

特殊もの専門の工場でも， コングロマリット傘

下の企業は売却されたり閉鎖されるケースも出

ています。アライドプロダクツ系列のグレート

レークス・スクリュー, ITT傘下のITTハ

ーパー， イートン系列のチンナーマン・プロダ

クツなどその例で，何れもかっては業界では鳴

らした企業ばかりです。また，歴史の古いラッ

セル・バーゾル社も主力工場を売却しました。

米国のファスナー輸入制限の動きが今後どう

いった形で進められ， それが対米輸出の多い日

日の業界にどのように携ね返ってくるか，充分

注目して見ていきたい所です。
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